
資料5-1

【設問】 回答欄

Ｑ１　あなたの性別を教えてください。（答えは１つ）

1　男性 ２　女性 ３　その他

Ｑ２　あなたの年齢を教えてください。（答えは１つ）

１　10歳代 ２　20歳代 ３　30歳代 ４　40歳代

５　50歳代 ６　60歳代 ７　70歳代 ８　80歳代以上

Ｑ3　あなたの住んでいる地区を教えてください。（答えは１つ）

１　木更津地区 ２　清川地区 ３　波岡地区 ４　岩根地区

５　鎌足地区 ６　金田地区 ７　中郷地区 ８　富来田地区

Q４　あなたが耕作している農地の合計面積を教えてください。（答えは１つ）

１　50a未満 ２　50～100a未満

３　100～200a未満 ４　200～300a未満

５　300～500a未満 ６　500a以上

Q５　生産されている農作物を教えてください。（あてはまるものすべてお答えください）

1　水稲　　　 ２　麦・大豆

3　野菜 ４　果樹

5　花き・花木　　 ６　その他

Q６　あなたの農業形態を教えてください。（答えは１つ）

１　個人経営で専業農家　　

２　個人経営で兼業農家（農業収入の割合が多い）

３　個人経営で兼業農家（農業収入の割合が少ない）　

４　自家消費　　 ５　法人経営　　　 ６　その他

Ｑ７　あなたの農業所得を教えてください。（答えは１つ）

１　50万円未満　　 ２　50～100万円未満　　

３　100～300万円未満 ４　300～500万円未満　　

５　500～1,000万円未満 ６　1,000万円以上　　

７　販売していない
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Ｑ８　あなたに農業の後継者はいますか。（答えは１つ）

１　後継者はおり、既に農業に従事している　　

２　後継者候補はおり、いずれ農業に従事する予定　　　

３　後継者候補はいるが、引き継ぐかは未定　　　

４　後継者はいない　　　

５　その他

Q９　農業の担い手確保には、何が必要と思いますか。（あてはまるものすべてお答えください）

１　農業資材の補助を充実させる

２　農業者への融資制度等を充実させる

３　新規就農希望者への研修や農業相談など制度を充実させる

４　新規就農希望者へ農地をあっせんする

５　法人化を促進し、雇用を促進する

６　定年後の就農に向けた支援を行う

７　他の仕事との両立に向けた支援を行う

８　休暇の取得や労働時間の短縮など、労働環境を整備する

９　新規就農希望者と地域農家との交流の場を設ける

10　定住化のための住宅をあっせんする

11　その他

Q10　あなたが農業の人材確保のために行っている、また、検討していることはありますか。

（あてはまるものすべてお答えください）

１　求人サイト・求人雑誌での募集 ２　人材シェアサービスの活用

３　高校・大学での求人募集 ４　農業研修生の受け入れ

５　外国人技能実習生の受け入れ ６　新規就農者向けの技術指導の実施

７　農業体験等の実施 ８　その他

Ｑ11　法人化していない方にお聞きします。今後法人化する意向はありますか。（答えは１つ）

１　現在の農家のまま法人化したい ２　複数農家で法人化したい

３　今はわからない ４　法人化するつもりはない

５　その他

Ｑ12　Ｑ11で「現在の農家のまま法人化したい」「複数農家で法人化したい」と回答した方

にお聞きします。法人化を希望する理由を教えてください。（あてはまるものすべてお答えください）

１　経営規模を拡大したい ２　農業経営を継承したい

３　労働力を確保したい ４　施設整備などにかかる資金を調達したい

５　販路拡大を図りたい ６　家計と事業資金を分けて管理したい

７　従業員の意欲を高めたい ８　税制面でその優遇を受けたい

９　その他
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Ｑ13　Ｑ11で「今はわからない」「その他」「法人化するつもりはない」と回答した方

にお聞きします。法人化を希望しない理由を教えてください。（あてはまるものすべてお答えください）

１　必要性を感じない ２　手続きや方法がわからない

３　法人化のメリットがわからない ４　コストが割に合わない

５　考えたことがない ６　その他

Q14　あなたの今後の農業経営について、今後の見通しをお聞きします。（答えは１つ）

１　拡大していく ２　現在のまま続ける

３　規模を縮小する ４　農業をやめる

５　わからない

Q15　Q14で「拡大していく」と回答した方にお聞きします。

拡大していく理由を教えてください。（あてはまるものすべてお答えください）

１　販路拡大・所得増加を図りたい

２　生産品目や量を増やしたい

３　６次産業化など新たな取り組みを行いたい

４　共同経営に取り組みたい

５　その他

Q16　Q14で「現在のまま続ける」と回答した方にお聞きします。

現在のまま続ける理由を教えてください。（あてはまるものすべてお答えください）

１　現在の規模が適している

２　拡大したいが、労働力が不足している

３　拡大にかける費用がない

４　農業以外の仕事と両立させたい

５　その他

Q17　Q14で「規模を縮小する」「農業をやめる」と回答した方にお聞きします。

縮小する・農業をやめるの理由を教えてください。（あてはまるものすべてお答えください）

１　採算が合わない

２　農業機械・施設等の新規購入ができない

３　後継者がいない

４　体力的にきつい

５　その他
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Q18　あなたは、農業経営にあたり重視している、または今後重視したいことは何ですか。（あてはまるものすべてお答えください）

１　優良農地の維持・継承 ２　人材の育成・確保

３　農業所得の向上 ４　スマート農業の導入などによる農作業の効率化

５　新たな販路の開拓 ６　GAP認証取得など生産体制の強化

７　直売所やインターネット販売などを想定した少量多品目型の栽培

８　６次産業化の取組 ９　ブランド化の取組

10　輸出事業の展開 11　災害や気候変動など、今後増加するリスクへの対応強化

12　法人化 13　共同化（共同経営、共同作業、共同出荷）

14　経費の削減 15　その他

Ｑ19　あなたは、今後、どのくらいの農業所得を目標としたいですか。（答えは１つ）

１　50万円未満　　　 ２　50～100万円未満　　　 ３　100～300万円未満

４　300～500万円未満　　 ５　500～1,000万円未満 ６　1,000万円以上　　

７　販売はしない

Ｑ20　あなたの農業所得向上に向けて取り組んでいること、または今後、取り組みたいことは

ありますか。（あてはまるものすべてお答えください）

１　規模の拡大 ２　新たな販路の開拓

３　新たな品目の生産 ４　スマート農業の導入によるコスト削減

５　異業種との連携　 ６　消費者ニーズの把握

７　農産物のブランド化 ８　その他

Ｑ21　あなたが所有している農地で耕作していない農地はありますか。（答えは１つ）

１　ある ２　ない

３　その他

Q22　Q21で「ある」と回答した方にお聞きします。

耕作していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてお答えください）

１　人手が足りない ２　借り手が見つからない

３　耕作にかける費用がない ４　立地など耕作条件が悪い

５　その他

Q23　Q21で「ある」と回答した方にお聞きします。

今後、どのように利用したいですか。（答えは１つ）

１　当分はそのままにしておきたい ２　売却したい

３　貸したい

４　農作業を委託し、農地として維持したい

５　耕作を再開したい ６　その他
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Ｑ24　野菜を生産されている方にお聞きします。

あなたは、野菜残さ（収穫後の葉や茎など）を主にどのように処理していますか。（答えは１つ）

１　敷地内で堆肥化して利用している ２　敷地外で堆肥化して利用している

３　ごみとして業者等へ引き取ってもらい処分している

４　そのまま田や畑にすき込んでいる ５　その他

Ｑ25　野菜を生産されている方にお聞きします。

あなたは、野菜残さの処理が課題となっていますか。（答えは１つ）

１　課題となっている ２　困っていない

Ｑ26　野菜残さの処理が課題となっていると回答された方にお聞きします。

発生する野菜残さの量を教えてください。（数量と単位を記入　例：〇㎥、〇トン）

Ｑ27　あなたが生産されている野菜・果実等で市場出荷の規格に合わない、あるいは変形・傷等

があるが、食味に影響しない生産物はありますか。（答えは１つ）

１　ある ２　ない

Ｑ28　Ｑ27で規格外農産物があると回答した方にお聞きします。

規格外農産物を割引で引き取る制度（お店）があった場合、あなたは出荷（販売）するお考えは

ありますか。（あてはまるものすべてお答えください）

１　価格による 2　集荷してくれれば

３　コンテナ出荷など手間がかからなければ

４　出荷（販売）するつもりはない

Ｑ29　現在、市では市内農業者の方に学校給食に提供するお米を無農薬・無化学肥料で栽培をお願

いしています。（2万円/60㎏で買い上げ）

この取り組みに協力いただけるお考えはありますか。（答えは１つ）

１　現在、協力している ２　協力したいので情報が欲しい

３　協力したいが現状は困難 ４　協力できない

５　その他

Ｑ30　現在、市では学校給食で使用する農産物（野菜等）をできる限り地元産を使用したく、提供

いただける生産者を探しています。

この取り組みに協力いただけるお考えはありますか。（答えは１つ）

１　現在協力している ２　協力したいので情報が欲しい

３　協力したいが現状は困難 ４　協力できない

５　その他
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Q31　Q29.30で「困難」「協力できない」と回答した方にお聞きします。

困難、協力できない理由を教えてください。（自由記述）

Q32　地球温暖化や異常気象などのリスクへの対応として、あなたは、今後、何が必要とお考え

ですか。（自由記述）

Q33　あなたは、木更津市の農業振興のために、どのような取り組みに力をいれるべきと思いますか。

（あてはまるものすべてお答えください）

１　農業の担い手の確保・育成 ２　基盤整備など、優良農地の確保

３　市内直売所や飲食店などでの販売促進 ４　台風・地球温暖化等の自然災害対策

５　スマート農業の導入による農作業の効率化

６　GAP等の取組促進による生産体制の強化

７　６次産業化や販路拡大など、農業所得向上に向けた支援

８　農業に関する情報提供や普及啓発の促進

９　マルシェなど農にふれあうイベントの開催

10　農業体験や食育の推進

11　鳥獣被害対策の強化

12　その他

Q34　今後、木更津市が農業振興を推進するにあたって、ご意見やご要望がありましたら、

ご記入ください。

以上で終了です。ご協力ありがとうございました。

アンケートの回答とは別に市農林水産課（℡23-8445）へご連絡いただいても結構です。

氏名

電話番号

※学校給食に使用するお米・野菜等について、ご協力いただける方は市から連絡を差し上げたいので氏名・連絡先（電
話番号）を記載ください。
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